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県産魚の日

ランド ５月はイサキ！
５月の「おおいた県産魚の日」ほ旬のイサキをＰＲした。

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

６月 
来
月
以
降
の
Ｐ
Ｒ
予
定
魚
種

 養殖シマアジ

 ハモ（別府湾祭り）

 チリメン祭り

 かぼすヒラメ

当
期
利
益
を
確
保

　
コ
ロ
ナ
禍

、

　
行
政
支
援
に
感
謝

　
６
日

、
新
年
度
の
第
１
回
理
事

会
を
開
催
し
た

。
第
１
号
議
案

「
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

」
、

第
２
号
議
案

「
組
合
員
に
対
す
る

融
資
に
つ
い
て

」
、
第
３
号
議
案

「
令
和
３
年
度
・
補
助
事
業
の
取

扱
い
に
つ
い
て

」
、
第
４
号
議
案

「
令
和
３
年
度
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い

て

」
、
第
５
号
議
案

「
令
和
３
年

度
・
内
部
検
査
実
施
計
画
に
つ
い

て

」
、
第
６
号
議
案

「
令
和
３
年

３
月
末
減
損
会
計
計
上
に
つ
い

て

」
、
第
７
号
議
案

「
令
和
３
年

３
月
末
資
産
自
己
査
定
及
び
資
産

自
己
査
定
に
基
づ
く
貸
倒
引
当
金

計
上
に
つ
い
て

」
、
第
８
号
議
案

「
第
１
９
事
業
年
度

(

令
和
２
年

度

)

決
算
概
要
に
つ
い
て

」
及
び

第
９
号
議
案

「
令
和
２
年
度
・
常

例
検
査
改
善
状
況
報
告
書
の
提
出

つ
い
て

」
の
９
議
案
を
上
程
し

、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た

。

　
ま
た

、

「
余
裕
金
の
運
用
状
況

報
告
に
つ
い
て

」
及
び

「
令
和
２

年
度
下
半
期
・
内
部
検
査
実
施
報

告
に
つ
い
て

」
報
告
し
た

。

　
第
７
号
議
案
に
お
い
て
貸
倒
引

当
金
が
前
年
度
よ
り
１
億
円
以
上

増
加
に
な

っ
た
も
の
の

、
第
８
号

令和２年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

345

104%

52 19

合　計

68

71

71

73

45

（1）

http://www.jf-oita.or.jp/

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

漁業就業者は過去最高の７６人

令和元年度

令和２年度

５年間
合　計

実　績

目　標

達成率

農　業 林　業

参　考

76

359

水産業

小計 自営 雇用 （女性）

402

（0） 248 105 424

23 （5） 227 83 378

48 23 （6） 237 94

19 （4） 257 105 435

468

246 113 （21） 1,259 489 2,107

47 29 （6） 290 102

　県農林水産部は７日、令和２年度における農林水産業の新規就業状況
を発表した。水産業では過去最多の７６人が就業したほか、農業でも過去
最多の２９０人、林業は１０２人が就業した。この結果、農林水産業全体の
新規就業者数も「おおいた農山漁村活性化戦略２００５」を策定して以来
最多の４６８人となった。
　水産業における過去５年間の就業実績は３５９名となり、目標値を４％上
回った。このうち自営は２４６人（６９％）、女性は２１人（６％）であった。

～ 漁業学校やインターンシップが奏功 ～

年度

区分

2,041

－ － － 103% 104% 103%

－ － － 1,227 469

54

　
第
４
金
曜
日
の
２
８
日

、
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
３
店
舗

で

「
お
お
い
た
県
産
魚
の
日

」
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た

。
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
で
は
１
０
０
名
様
に
刺
身
の
試
食
を

し
て
い
た
だ
き

、
ラ
ウ
ン
ド

、
刺
身

、
寿
司
な
ど
を
販

売
し
た

。
明
野
店

、
わ
さ
だ
店
で
も
県
産
魚
の
日
特
価

で
提
供
し
た

。

　
お
客
様
か
ら
は

「
初
夏
の
爽
や
か
さ
を
感
じ
る

」
、

「
期
待
を
裏
切
ら
な
い
味

」
な
ど
好
評
を
得
た

。

議
案
の
決
算
概
要
で
は
当
初
利
益

は
計
画
を
上
回
る
４
５
０
０
万
円

以
上
を
確
保
し
た

。
こ
れ
は

、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
国

、
県

、
市
町

村
等
の
支
援
に
よ
り
養
殖
ブ
リ
等

の
加
工

、
販
売
が
大
幅
に
伸
長
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く

、
行
政
支
援
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
す
る
決
算
と
な

っ
た

。

　
な
お

、
１
７
日
に
は
第
２
回
理

事
会
を
開
催
し
た

。
第
１
号
議
案

「
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

」
、

第
２
号
議
案

「
令
和
３
年
度
・
余

裕
金
の
運
用
方
針
及
び
運
用
方
法

に
つ
い
て

」
及
び
第
３
号
議
案

「
第
１
９
事
業
年
度

(

令
和
２
年

度

)

・
事
業
報
告
及
び
附
属
明
細

書
に
つ
い
て

」
の
９
議
案
を
上
程

し

、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た

。

　
ま
た

、

「
余
裕
金
の
運
用
状
況

報
告
に
つ
い
て

」
報
告
し
た

。

　
第
１
回
・
第
２
回
理
事
会
を
開
催

 かぼすブリ

 ワタリガニ（岬ガザミほか）

 ブリ類（豊の活ブリほか）

 カキ類（干潟美人ほか）

 海苔祭り

 タイ類（マダイほか）
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【伊予灘海域におけるモジャコ操業に
係る確約事項】
　

　① 地元漁業者の操業を最優先し、事故
　　防止に努めること。
　② 共同漁業権の漁場区域では、操業し
　　ないこと。
　　　・操業区域：上記の濃い青色海域
　③ 操業時間及び操業期間を明示し、遵
　　守すること。
　　　・操業時間：午前５時～午後５時
　　　・操業期間：令和３年６月１日
　　　　　　　　　　　　　～令和３年６月３０日
　④ 当該操業措置に関しては、今回限りと
　　すること。
※採捕漁船は、上入津支店：９隻、下入津支
店：２４隻、合計３３隻

全国充足率２～３割か

「
お
お
い
た
の
海
ご
み

（
プ
ラ
ご
み
）

問
題
を
考
え
る
」
啓
発
動
画
を
公
開

https://www.pref.oita.jp/soshiki/13400/umugomi.html

　県は、世界的に問題化しているプラごみに
ついて取り上げ、利用から廃棄までの正しい
対応を啓発する動画を作成し、ホームページ
に公開した。
　近年、海岸にはプラスチックごみをはじめと
した海洋ごみが多く漂着し、美しい景観が損
なわれているだけでなく、海洋生物への影響
が心配されていることは、本県も例外ではな
いとしている。
　このため、小学校高学年の児童を対象とし
て海ごみ問題について理解を深めてもらい
ながら、我々の生活に欠かすことの出来ない
プラスチック製品の利用から廃棄までの正し
い付き合い方を考えてもらうことを目的として
動画を制作した。
　詳しくは県ＨＰをチェック↓

　
県
漁
協
中
津
支
店
は

「
美
人
小
屋
マ
ル
シ

ェ
～
第
２
回
中
津
の
海

と
山
か
ら
の
エ
ー
ル
～

」
を
６
月
１
２
日

（
土

）
に
開
催
す
る

。

　
中
津
の
海
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
貝
類
の
加
工
品
の
特
価
販
売
に

「
や
ま
く
に
軽
ト
ラ
市

」
も
コ
ラ
ボ

。
予
約
し
て
楽
し
み
た
い

。

https://jf-nakatsu.brtnet.jp/news/2590/

モジャコ漁 前例ない不漁

　
本
県
は
自
県
と
鹿
児
島
県
の
両

県
知
事
の
許
可
を
得
て
操
業
す
る

こ
と
か
ら

、
両
県
漁
業
者
の
協
定

に
基
づ
き
例
年
鹿
児
島
県
の
採
捕

終
了
降
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

。

今
年
は
鹿
児
島
県
が
延
長
を
重
ね

た
こ
と
か
ら
５
月
４
日
に
許
可
が

下
り

、
鹿
児
島
県
か
ら
４
０
日
遅

れ
の
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た

。
５
月

２
２
日
時
点
で
は
５
１
０
万
尾
の

計
画
に
対
し
７
５
万
尾
の
実
績
で

充
足
率
は
１
割
台
と
極
め
て
低
調

で
あ
る

。
操
業
し
た
漁
業
者
に
よ

れ
ば

、
流
れ
藻
が
極
端
に
少
な
く

操
業
が
で
き
な
い
こ
と

、
魚
体
が

大
き
す
ぎ
て
数
が
取
れ
な
い
こ
と

等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

。

 
モ
ジ

ャ
コ
は
養
殖
用
種
苗
と
し

て
ブ
リ
養
殖
業
者
に
販
売
さ
れ
る

も
の
で
あ
り

、
今
期
の
不
漁
は
養

殖
業
界
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る

。
本
県
の
取
引
先
養
殖
業
者

か
ら
は

、
種
苗
が
入
手
で
き
な
け

れ
ば
倒
産
を
免
れ
な
い
と
の
声
も

上
が

っ
て
い
る

。

 
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

、

県
漁
協
は
県
に
対
し
伊
予
灘
海
域

に
お
け
る
特
別
採
捕
を
許
可
す
る

よ
う
要
請
し
た

。
養
殖
魚
が
産
卵

し
た
と
見
ら
れ
る
稚
魚
が
分
布
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
だ

。
関
係

地
区
の
漁
業
運
営
委
員
会
に
状
況

を
説
明
し
た
結
果

、
理
解
と
同
意

が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら

、
６
月
１

日
か
ら
操
業
が
認
め
ら
れ
る
見
込

み
と
な

っ
た

。
地
元
漁
船
を
優
先

し
た
円
満
な
操
業
に
よ
り

、
モ

ジ

ャ
コ
の
充
足
率
が
向
上
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い

。

 
な
お

、
県
モ
ジ

ャ
コ
協
議
会

（
水
本
博
昭
会
長

）
は
２
７
日
に

会
合
を
開
き

、
特
別
採
捕
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ
る
と
と
も
に

、
鹿

児
島
県
モ
ジ

ャ
コ
協
議
会
や
取
引

先
養
殖
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

も
協
議
し

、
次
年
度
以
降
の
充
足

率
確
保
に
向
け
取
組
を
強
化
す
る

こ
と
を
確
認
し
た

。

  今期のモジャコ漁は異例の不漁が続いている。主産地の高
知県は３月２３日、鹿児島県は２５日にスタートしたが低調な採
補が続き、漁期の延長を重ねたものの５月１８日時点の充足
率はともに３割台と低迷している。

県
漁
協
へ

　

伊
予
灘
海
域
で
特
採
許
可
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北部水産
グループ

北部水産
グループ
資源増殖
チーム

0978-
22-2405

2021/5/10

【高級二枚貝タイラギの養殖試験開
始！】　（2021.4.21発信）
　4月21日、姫島地先でタイラギの養殖試
験を開始しました。
  殻長13cmの貝を被覆網で保護し、商品
サイズ（殻長20cm以上）まで成長、生残を
追跡し、養殖の可能性を探ります。

【マガキ養殖に取組む佐伯の生産者
が天然採苗技術習得のため来所！】
　（2021.4.26発信）
  佐伯市の鶴見地域シングルシード養殖
協議会の生産者４名の方がマガキの天然
採苗技術等の勉強のため来所しました。
　担当研究員の説明に熱心に耳を傾け、
活発な意見交換が行われました。

情　報　内　容 画像、図等 問合せ先 電話番号
掲載期限
（予定）

　皆様、県農林水産研究指導センター（本部）のホームページにて２０１７年８月から「タイムリー
情報」が公開されているのをご存じでしょうか？
　この「タイムリー情報」では、私ども試験研究の現場から旬な情報や日常的なトピックス等を気
軽にご覧いただけます。また、水産研究部、北部水産グループの他、農業や林業といった水産
以外の情報も盛り沢山です。ちなみに、昨年度は年間をとおして水産関連で計１００件の「タイム
リー情報」をアップしました（バックナンバーもご覧いただけます）。
　本年度も、随時、情報発信していきますので、是非一度、下記のアドレスもしくは右記のＱＲ
コードにアクセスしてみてください。よろしくお願いします。

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15082/timelyjouhou2017-2.html

整理
番号

所属名

0904 水産研究部

 【かぼすヒラメをもっと美味しく！】
　（2021.4.19発信）
　昨年度のかぼすヒラメの給餌方法に関
する研究結果をもとに、ヒラメ生産者の皆さ
んと意見交換を行いました。
　生産者の皆さんからの意見や要望を反
映させて今後の試験研究に活かし、今より
も消費者の皆さんが美味しいと思う「かぼ
すヒラメ」生産技術の開発を目指します。

水産研究部
養殖環境
チーム

0972-
32-2155

2021/5/31

0892
北部水産
グループ

【人工種苗アカモクの繁茂を確認！】
　（2021.4.1発信）
　アカモクの人工種苗を活着させた建材
ブロック8基を令和2年7月に香々地地先の
藻場に設置し、3月には1ブロックあたり5本
程度のアカモクが繁茂するとともに成熟個
体も確認することができました。
　今年度は規模を拡大して漁礁に人工種
苗を設置する計画です。

北部水産
グループ
養殖環境
チーム

0978-
22-2405

2021/4/30

0905 水産研究部

【今年のﾓｼﾞｬｺ漁の見通しは？】
　(2021.4.20発信)
　ブリ養殖用の種苗として、ブリの稚魚を
採捕する「ﾓｼﾞｬｺ漁」が解禁間近です。こ
の期間中、水研部では調査船「豊洋」で、
海面に漂う流れ藻に集まるブリ稚魚等の
付着生物調査を毎年実施し、調査結果を
漁業者に速報として提供しています。

水産研究部
資源増殖
チーム

0972-
32-2155

2021/5/31

0914
北部水産
グループ

0911

（3）

北部水産
グループ
資源増殖
チーム

0978-
22-2405

2021/5/16

水 研 だ よ り
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心
に
残
る

「
ウ
オ
メ
シ

」
、
今
回
は
佐
伯

市
米
水
津
か
ら

「
生
し
ら
す

」
が
登
場
！

 
米
水
津
支
店
に
ほ
ど
近
い

「
豊
洋
丸

」
は

平
日
で
も
昼
時
に
は
順
番
待
ち
が
で
き
る
人

気
店

。
ご
主
人
が
曳
い
て
き
た
チ
リ
メ
ン
を

惜
し
げ
な
く
使

っ
た
料
理
は
い
ず
れ
も
鮮
度

抜
群

。
さ
ら
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
け
れ
ば
貴

重
な

「
生
し
ら
す

」
に
巡
り
会
え
る

。

　
写
真
は

「
生
し
ら
す
と
活
ブ
リ
の
コ
ラ
ボ

丼

」
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
バ
ー

ジ

ョ
ン
だ

。
店
舗
に
隣
接
し
た
テ
ラ
ス
席
で

海
風
を
感
じ
な
が
ら
満
腹

、
満
足
の
１
５
５

０
円
也

。

　
公
文
書
の
中
で
楽
し
み
に
読

ん
だ
の
が
普
及
活
動
記
録
で
あ

る

。
長
期
計
画
や
新
規
予
算
に

書
か
れ
た
施
策
が

、
現
場
で
は

ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
か

、

手
に
取
る
よ
う
に
解
る

。
不
定

期
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が

、

関
係
が
深
い
取
組
を
紹
介
し
て

い
き
た
い

。

　
モ
ジ

ャ
コ
の
不
漁
は
極
め
て

深
刻
だ

。
県
の
迅
速
な
許
可
に

よ
り
充
足
率
が
向
上
す
る
こ
と

を
祈
り
た
い

。

ア
ワ
ビ
標
識
放
流
を
体
験

　
中
部
振
興
局
の
田
西
普
及
員
は

、
無

垢
島
で
ア
ワ
ビ
の
標
識
放
流
に
取
り
組

ん
で
い
る

。
放
流
効
果
の
把
握
と
海
洋

科
学
高
生
の
地
域
漁
業
へ
の
理
解
醸
成

が
目
的

。
高
校
生
１
３
名
は
４
月
２
８

日

、
栽
培
漁
業
の
意
義
な
ど
を
学
ん
だ

後

、
３
５
㎜
ほ
ど
の
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
２

５
０
０
個
に
タ
グ
を
装
着
し
た

。
こ
れ

ら
は
県
漁
業
公
社
で
育
成
さ
れ

、
１
８

日
に
無
垢
島
地
先
に
放
流
さ
れ
た

。

海
洋
科
学
高
生
・
臼
杵

 副主幹  三吉 泰之  上入津・下入津地区

 主任  前田 真梨子  蒲江･名護屋

 副主幹

ハ
モ
を
主
体
に
拡
販

杵
築
支
店

中
国
に
シ
マ
ア
ジ
を
輸
出

養
殖
生
産
者
・
下
入
津
支
店

　
南
部
振
興
局
の
三
吉
普
及
員
は
３
月
に
開
始

し
た
中
国
向
け
シ
マ
ア
ジ
出
荷
の
状
況
を
調
査

し
た

。
神
経
締
め
の
改
善
・
効
率
化

、
潮
氷
に

よ
る
冷
却
の
徹
底
に
つ
い
て
確
認
し

、
引
き
続

き
出
荷
作
業
の
効
率
化
な
ど
を
支
援
し
た
い
と

し
て
い
る

。

　
東
部
振
興
局
の
宇
都
宮
普
及
員
は

、
コ
ロ
ナ

禍
で
計
画
的
な
稼
働
が
で
き
な
い

「
荷
捌
き
加

工
施
設

」
の
運
営
に
つ
い
て
長
船
新
課
長
役
と

協
議
し
た

。
ハ
モ
の
原
魚
量
を
増
や
し
常
に
在

庫
を
確
保
す
る
こ
と

、
ブ
リ
等
の
加
工
も
行
い

市
内

、
県
内
や
都
市
圏
に
も
拡
販
し
て
い
く
こ

と
等
を
打
合
せ
た

。

青
年
部
宇
佐
支
部

　
北
部
振
興
局
の
山
本
普
及
員
は
北
部

水
産
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て

、
宇
佐
支

店
の
青
年
部
が
長
洲
干
潟
で
行
う
ヒ
ジ

キ
養
殖
を
指
導
し
て
い
る

。
今
期
は

、

冬
季
の
冷
え
込
み
不
足
と
養
殖
場
の
地

盤
上
昇
に
よ
り
成
長
が
遅
れ
た
が

、
３

日
に
は
収
穫
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
Ｐ
Ｒ
し

た

。
製
品

「
筋
肉

（
マ

ッ
ス
ル

）
ひ
じ

き

」
は

、
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
Ｏ
Ｐ
Ａ
店

で
の
販
売
も
実
現
し
て
い
る

。

ナ
マ
コ
受
精
卵
を
放
流　

北
部
振
興
局
の
中
川
普
及
員
は

、
ナ

マ
コ
の
減
少
を
危
惧
す
る
漁
業
者
の
声

を
受
け

、
受
精
卵
の
放
流
に
取
り
組
ん

だ

。
４
月
１
９
日

、
水
槽
に
親
３
０
個

体
を
収
容
し
産
卵
誘
発
ホ
ル
モ
ン
と
温

度
刺
激
を
併
用
し
た
結
果
９
７
５
万
粒

の
受
精
卵
が
得
ら
れ

、
貴
船
港
と
新
波

戸
漁
港
に
放
流
し
た

。
北
海
道
で
推
奨

さ
れ
る
受
精
卵
放
流
が

、
大
分
で
も
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

。

青
年
部
香
々
地
支
部

筋
肉
ヒ
ジ
キ
を
養
殖
・
販
売

令和３年度 水産普及指導職員と担当普及区

普及活動の記録から

 技師  中野 奈央  上浦・鶴見地区

 副主幹  都留 久美子  佐伯・米水津地区

 技師  甲斐 桑梓  大分市

 主任  横山 純一  臼杵市中　部

南　部

 主任  亀田 崇史  姫島村、国東市

 技師  宇都宮 のぞみ  杵築市、日出町、別府市

北　部

 主幹  中川 彩子  豊後高田市

 主査  朝井 隆元  東部振興局管内全域

 田西 三希子  津久見市

職名 氏　名 担当普及区

 主任  井口 大輝  中津市 

 技師  山本 桂伊  宇佐市

編
集
後
記

東　部

振興局

（4）

放卵中のナマ

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウオ
メ シ


